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―基本理念― 

【破邪顕正】 

  人は、本来神仏により慈悲・慈愛の心を持ってこの世に誕生する。この法人に集 

う我らは、この心を以て、我が身の事はさておき、目の前の弱き方、障害を持たれ 

た方達に手を差し伸べることで、社会の奉仕者たらんとする。 

 

 

―基本方針― 

【運営に対する基本方針】 

・ 特定社会福祉法人としてガバナンス（企業統治）を確保するため内部管理体制 

の基本方針に基づき法人の経営する第１種社会福祉事業、第２種社会福祉事業並 

びに公益を目的とする事業の適正な法人運営を行う。 

・ 地域における社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果 

的かつ適正に行うため、自主的に経営基盤の強化を図るとともに、その提供する 

福祉サービスの質の向上及び事業経営の透明性の確保を図る。 

 

【支援・介護に関する基本方針】 

・ 福祉サービス利用者に対する的確な情報の提供及び利用者の意向を十分に尊重 

し、法人全事業所が福祉の原点である利用者本位のサービス体制の確立を目指す。 

 ・ 福祉サービス利用者の人権を尊重し、個人の尊厳が守られる福祉サービスの提 

供を行う。 

 

【地域社会に対する基本方針】 

・ 法人は福祉サービスについて、地域住民及び社会福祉に関する活動を行う諸機 

関、関係団体と相互に協力し、地域における社会福祉の増進に努める。 

・ 災害発生時における福祉避難所として「要配慮者等」の受け入れ先としての機 

能を果たし地域社会に貢献する取組を行う。 

 

【福祉人材に対する基本方針】 

 ・ 良質な福祉人材の採用に向け、様々な広報媒体等を活用する手段を講じる。ま 

た、将来の福祉人材育成の視点から福祉の仕事の啓発としての情報発信に取り組 

む。 

 ・ 福祉サービスの継続と発展のために、職員処遇全般の向上、働きがいのある職 

場づくりに取り組む。 
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【運営に関する方針】 

・ 新型コロナウイルス対応については、職員にも私生活での行動範囲制限や職場 

での感染症対策を継続して行い、ワクチン接種やＰＣＲ・抗原検査を積極的に推 

進し、エッセンシャルワーカーとしてのプライドを持ってこの難局を引き続き乗 

り越えて行く。 

 ・ 既存建物の老朽化対策と並行し、既存の事業を続けるのか、規模を縮小するの 

か、事業を統合するのか決めるために、全ての可能性を否定せず、実現可能な議 

論を基に中長期計画の作成を行う。また、議論するうえでは、我々は社会福祉法 

人と云う非営利法人であることも頭にいれながら慎重に議論を進める。 

 

【支援・介護に関する方針】 

 ・ 法人理念である「破邪顕正」の精神のもと、不適切な介護事象や虐待などの問 

題を撲滅し、支援・介護のプロとして自覚を持ち、利用者視点に立った質の高い 

サービスを提供する。 

 

【地域社会に対する方針】 

 ・ 人口減少社会で働き手も利用される方も少なくなるなかで、法人内の運営協議 

会や各障害福祉・介護保険サービスの相談事業所が参加する会議で地域のニーズ 

を聞き、出来る限りそれに応えながら地域福祉の向上にも寄与貢献する。 

 

【福祉人材に対する方針】 

・ 法人の財産である職員について、人材の確保、育成、定着のために、労働条件 

や処遇面の改善、各種ハラスメント防止策、相談受付体制の充実など、職場環境 

改善のための行動を行う。 

・ 職制の大事な職務として、不満の芽にいち早く気づき、タイムリーに対応する 

ために、職員間の縦横の良好なコミュニケーションを確立し、不満や悩みを抱え 

た職員に気づくためのアンテナを高くし、寄り添う姿勢で、具体的な改善策を模 

索、提案し、みんなで行動に移すことを求める。 

 

本年度も役職員一丸となり、地域の皆様から支持され選ばれる社会福祉法人であり 

続けるために精進してまいります。 

 

 

令和４年４月１日 

社会福祉法人 大館圏域ふくし会 

理 事 長  畠 澤 政 一 


